
【施設の概要】

⚫ 名称：恵庭下水終末処理場ほか
⚫ 所在地：北海道恵庭市中島松453番地
⚫ 問合せ：0123-33-3127（水道部下水道課）
⚫ URL ：

https://suido.city.eniwa.hokkaido.jp/business/sewer/syu
matsu-syori.html

※取材：要相談

◇【各施設併設による効果】

【取組の成果（令和２年度）】

◆下水汚泥に市民から分別収集した生ごみと、仮
設トイレなどで収集したし尿を混合させることで
多くのバイオガスが発生する。これを発電に利
用することで資源として活用。

◆ごみ焼却施設との連携により、焼却排熱を汚泥
の乾燥や消化槽等の加温に利用するほか、汚
泥の乾燥工程で発生する臭気をごみ焼却施設
にて焼却脱臭。このように併設施設が連携する
ことでエネルギー循環システムを構築。

みどりの食料システム戦略

地域資源を無駄にしない！恵庭市のエネルギー循環システム

～下水とごみの有効利用～
恵庭市

画像枠

⚫ ごみ焼却施設の焼却排熱を施設内の暖
房などに利用することで、バイオガスの
ほぼ全量を発電用途に転用。

⚫ 令和２年度ではバイオガス発電量が元
年度比約2.5倍に増加。

⚫ さらには、施設内の発電量が電力使用
量を上回る「ネットゼロ電力エネルギー」
を達成。（下図参照）

【今後の計画】

◆バイオマス資源の継続的確保
人口減少等により、流入下水量の減少が想定される中で20年間という長期事業で
あるバイオガス発電事業を持続させるため、バイオガス資源の継続的確保が必要。
◆安心安全な肥料原料の供給
発生汚泥の肥料化（民間企業へ委託）を継続させるため、肥料原料としての妥当性
や安全性を下水道管理者として把握することが必要。
◆効率的で効果的な熱エネルギー循環
一定の発熱量を有する乾燥汚泥をごみと混焼し、熱を回収。限りあるエネルギー資源
を有効に活用するため、各施設にてより効率的で効果的な熱利用によるエネルギー
循環が必要。

【施設の沿革】

⚫ 1980年（昭和55年） 下水終末処理場運用開始
⚫ 1989年（平成元年） し尿処理場運用開始
⚫ 2012年（平成24年） し尿処理場に生ごみ処理施設併設
⚫ 2020年（令和２年） ごみ焼却施設 隣接地に建設
⚫ 同年 バイオガス発電施設 新設

（水ingエンジニアリング（株）民設民営FIT）
⚫ 同年 汚泥乾燥施設 稼働開始

令和５年３月作成
北海道農政事務所札幌地域拠点

【乾燥汚泥】

https://suido.city.eniwa.hokkaido.jp/business/sewer/syumatsu-syori.html

